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１．日奈久温泉街について
熊本県八代市日奈久町に所在する山と海に囲まれた温泉街。
温泉は開湯から600年以上続いており、風情のある旅館が建ち並ぶ。
「９月は日奈久で山頭火」をはじめ、様々なイベントが行われている。
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２．日奈久温泉街の現状①

熊本県の高齢化率→３１.９％

高齢化率

全体の５５％
・年齢層に注目すると、６５歳
以上が大半である

・熊本県全体と比較しても高い
高齢化率であることが分かる



２．日奈久温泉街の現状①
住民同様にイベント参加者、観光客にも高齢化の傾向が見られる

日奈久観光案内所への来訪者

イベント（「９月は日奈久で山頭火」）の参加者

⇒月に約200～300名（1日に10人未満）
⇒年齢層は高齢者が大半

⇒「街並み再発見」の参加者 ：１１名（全て５０代以上）
⇒「山頭火ウオーク」の参加者：４５名（全体の約９割が５０代以上）

観光客の高齢化は、日奈久町住民の高齢化が背景にあるかも
しれない



日奈久温泉街の現状②

•八代駅から日奈久温泉駅まで「肥薩おれんじ鉄道」は
１時間に１本 便がある程度である

•熊本駅から日奈久温泉駅までの直通電車は存在しない

•駅と温泉街は産交バスが通っているが、朝夕の通勤・通
学向けであり、観光客が利用する昼間は１時間に1本程
度

•人口減少・高齢化により、運転手不足

•熊本市中央区から一般道路で約１時間３0分
•熊本市からでも、日奈久ICを利用して約１時間
•道も狭く、駐車場も温泉街から遠い（埋立地の駐車場）

バス

電車

車



２．日奈久温泉街の現状と課題
課題

①日奈久温泉駅から日奈久温泉街の距離が遠い

②温泉街の道路が狭い

③広い駐車場は郊外の埋立地にある



３．政策提言「自動運転観光バスの導入」
自動運転技術レベル4以上を用いたバス

出典：「自動運転レベル３発売へ ホンダ」.
佐賀新聞.2020.11.12 

出典：「運転席なし、リモコンで障害物回避 岐阜市
で自動運転バス実証実験」.岐阜新聞.2021.10.23



３．政策提言「自動運転観光バスの導入」
・走行ルート（案）
日奈久温泉駅Ⓐ⇔日奈久温泉街Ⓑ⇔埋立地駐車場Ⓒ

Ⓐ～Ⓒまでの距離：約2km



４．期待される効果

①駅から温泉街へのアクセスの改善

②埋立地の広い駐車場の活用

③運転手不足に対応

④若年観光客へのアピール



①駅から温泉街へのアクセスの改善

日奈久温泉駅が温泉街から離れ
ている点を改善

日奈久温泉街前と日奈久温泉駅を結ぶ



②埋立地の広い駐車場の活用

・埋立地の広い駐車場を活用できる
・温泉街での駐車場不足を改善
・温泉街の狭い路地による
歩行者との接触事故の懸念を改善
・大型バスで団体客の誘致も可能

日奈久温泉街前と埋立地駐車場を結ぶ



③運転手不足に対応
自動運転バス人員

⇒運行管理センターオペレータ（遠隔監視など）１人

茨城県境町に遠隔監視センターを設置し、
全国4か所の自動運転バスを一手に監視。
緊急時には、センター人員が遠隔で
バスを停止させることも可能。

事例：BOLDLY株式会社（スマートモビリティサービスの事業を行う）



④日奈久温泉街の周知④若年観光客へのアピール

「最新の技術で日奈久乗合馬車
を復活」

というキャッチコピーで日奈久温泉街を宣伝



１８９６年から１９８４年まで
日奈久乗合馬車運行

ルート：日奈久温泉駅前⇔日奈久温泉街
（国道3号線を経由）

交通問題により廃止
乗合馬車に代わる現代の技術を使った自動運転バス
の導入で若い世代の認知・興味を得る

若年観光客の増加へ



５．実現可能性
自動運転バスの問題点

①自動運転バス走行による他車両への影響

②コストがかかる



①他車両への影響

自動運転バス⇒走行速度１９ｋｍ/h（岐阜県自動運転バス実証実験）

・日奈久温泉街前区間の国道3号線は30km/hの速度制限区間
・日奈久ICの開通により国道3号線日奈久芦北道路の交通量の減少
（現在では1日に約11,000台、日中は約8,000台。）



乗客が乗降りする場所（案）
Ⓐ地点：日奈久温泉駅のロータリー
Ⓑ地点：日奈久温泉街の空き地
Ⓒ地点：埋立地駐車場

⇒バス停が交通の妨げにならない



②コストがかかる
NAVYA社の自動運転シャトルバス「ARUMA（レベル３対応）」

⇒車体価格：数千万円

茨城県境町自動運転バス
自動運転バス「ARUMA」3台＋5年の定期運行

⇒約5.2億円の予算が組まれた

先行事例



茨城県境町自動運転バス導入による経済効果（金銭換算）

（自動運転バスを活用したサステナブルなまちづくり｜デジ田メニューブック｜デジタル田園都市国家構想 (cas.go.jp)）



②コストがかかる

自動運転観光バス導入時に補助金を利用
国土交通省の「自動運転による地域交通公共実証事業」
→地方公共団体が地域づくりの一環として行うバスサービスの自動運転
（レベル４）を１年程度の⾧期にわたる実証事業として支援

自動運転観光バス導入により日奈久の経済活性化

補助金に頼らずやりくり可能に



６．おわりに

日奈久に自動運転観光バスを導入

⇒より日奈久地域への観光を便利に

⇒若年層の観光需要を開拓
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・日奈久観光案内所「ゆめ倉庫」
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